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１．2027年２月期第１四半期の連結業績（2026年３月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 2,502 13.9 168 1.7 171 2.6 101 △8.8

2026年２月期第１四半期 2,197 3.8 165 4.3 167 5.1 110 4.6
(注)包括利益 2027年２月期第１四半期 101百万円( △8.8％) 2026年２月期第１四半期 110百万円( 4.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年２月期第１四半期 12.86 －

2026年２月期第１四半期 14.11 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 6,234 4,508 72.1

2026年２月期 5,889 4,537 76.8
(参考) 自己資本 2027年２月期第１四半期 4,494百万円 2026年２月期 4,522百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年２月期 － 16.50 － 16.50 33.00

2027年２月期 －

2027年２月期(予想) 16.50 － 16.50 33.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,900 12.4 240 △22.2 240 △23.4 140 △32.8 17.80

通期 10,000 11.4 650 △1.8 670 △1.6 420 △8.7 53.39
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） プリサイス株式会社 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年２月期１Ｑ 8,167,498株 2026年２月期 8,167,498株

② 期末自己株式数 2027年２月期１Ｑ 300,263株 2026年２月期 300,263株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年２月期１Ｑ 7,867,235株 2026年２月期１Ｑ 7,867,235株

※添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ：有（任意）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の2027年２月期業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因により予想数値と異なる可能性がありますことをご了承ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間(2026年３月１日～2026年５月31日)における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が

続き、底堅い企業投資と個人消費に支えられ、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、中東情勢等の引き続き

高い地政学リスク、米国の通商政策や中国の内需停滞など不安定な世界情勢から、依然として先行きは不透明な状

況が続いております。

当社グループが属するIT業界におきましては、引き続き生産性向上や競争力強化を目的とした企業や官公庁のDX

関連への需要は高く、拡大基調にあります。今後も生成AIの導入ニーズの高まりなどから、IT投資は堅調に推移す

ることが期待されます。また、当社グループの主要顧客である大手製造業各社では、一部企業においては先行き不

透明な世界的な景況感の中、投資判断に慎重な姿勢も見受けられますが、全般には競争優位に向けた研究開発投資

を維持していることから、当社グループに対するニーズも堅調に推移しました。

このような経営環境の下、当社グループは中長期的な成長を見据えた優秀な人材の確保・技術力の強化に取り組

み、積極的な採用活動の継続とともにAI導入から実装・業務変革等の価値が提供できる技術者の育成に努めており

ます。また、事業の生産性向上と一括受託案件獲得の強化ならびに契約単価の改定等の施策にも継続して取り組ん

でおります。

当第１四半期連結累計期間においては、売上高、利益とも概ね計画通りに推移しております。主力であるWEB／ア

プリケーションおよび業務系システム開発分野は、新たに株式会社理創とプリサイス株式会社を当社グループに迎

えたことなどから、売上高は前年同期比約21％伸長しました。組込み分野は、自動車業界におけるOEM(完成車メー

カー)各社の戦略見直しなどの影響がありますが、物流システム関連が引き続き堅調であり、売上高は前年同期比約

３％増となりました。その他、開発支援分野の売上高は概ね前年同期並みとなりましたが、簡易的なマニュアル制

作業務は減少傾向が見られるため、AI技術の応用など高い付加価値を提供できるエンジニアの育成に取り組んでお

ります。

利益に関しては、株式会社理創とプリサイス株式会社を子会社化したことに伴う取得費用とのれん償却が発生し

ており、営業利益は前年同期から微増にとどまりました。

今後も引き続き、営業力と利益体質の強化に努めてまいります。

以上の結果、当社グループの売上高は2,502百万円（前年同期比13.9％増）、営業利益は168百万円（同1.7％

増）、経常利益は171百万円（同2.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は101百万円（同8.8％減）となり

ました。

なお、当社グループの事業セグメントはエンジニアリング事業の単一セグメントでありますので、セグメント別

の記載は省略しております。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計額は6,234百万円となり、前連結会計年度末比345百万円の増加と

なりました。これは主に、現金及び預金が314百万円増加したこと、のれんが178百万円増加したこと、受取手形、

売掛金及び契約資産が165百万円減少したことによるものであります。

負債合計額は1,726百万円となり、前連結会計年度末比374百万円の増加となりました。これは主に、未払費用が

620百万円増加したこと、未払法人税等が６百万円減少したこと、賞与引当金が221百万円減少したことによるもの

であります。

純資産合計額は4,508百万円となり、前連結会計年度末比28百万円の減少となりました。これは主に、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が101百万円増加したこと、剰余金の配当により129百万円減少し

たことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2026年４月13日に公表いたしました連結業績予想から変更はありませ

ん。業績予想を見直す必要が生じた場合には、速やかに開示する予定であります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,507,259 3,821,998

受取手形、売掛金及び契約資産 1,299,674 1,133,940

仕掛品 72,042 74,853

原材料及び貯蔵品 9,496 6,946

その他 390,789 386,030

貸倒引当金 △6,294 △5,009

流動資産合計 5,272,968 5,418,759

固定資産

有形固定資産

土地 78,907 78,907

その他（純額） 85,862 83,533

有形固定資産合計 164,769 162,440

無形固定資産

のれん 82,084 260,303

その他 1,653 1,658

無形固定資産合計 83,738 261,961

投資その他の資産 367,796 391,794

固定資産合計 616,304 816,196

資産合計 5,889,273 6,234,956

負債の部

流動負債

買掛金 4,263 5,322

未払費用 134,249 754,620

未払法人税等 92,733 86,006

賞与引当金 331,160 109,660

受注損失引当金 3,105 1,930

製品保証引当金 13,932 8,508

その他 625,773 598,937

流動負債合計 1,205,218 1,564,986

固定負債

役員退職慰労引当金 74,856 77,741

退職給付に係る負債 16,110 16,245

その他 55,739 67,286

固定負債合計 146,705 161,272

負債合計 1,351,923 1,726,259

純資産の部

株主資本

資本金 214,265 214,265

資本剰余金 119,265 119,265

利益剰余金 4,531,336 4,502,683

自己株式 △341,874 △341,874

株主資本合計 4,522,991 4,494,338

新株予約権 14,358 14,358

純資産合計 4,537,349 4,508,696

負債純資産合計 5,889,273 6,234,956
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

売上高 2,197,136 2,502,096

売上原価 1,741,457 1,975,333

売上総利益 455,678 526,763

販売費及び一般管理費 289,895 358,194

営業利益 165,782 168,568

営業外収益

受取利息 30 61

助成金収入 1,258 2,335

その他 31 847

営業外収益合計 1,321 3,243

営業外費用

支払手数料 - 375

その他 33 12

営業外費用合計 33 387

経常利益 167,070 171,425

税金等調整前四半期純利益 167,070 171,425

法人税等 56,099 70,268

四半期純利益 110,971 101,156

親会社株主に帰属する四半期純利益 110,971 101,156
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

四半期純利益 110,971 101,156

四半期包括利益 110,971 101,156

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 110,971 101,156

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループの事業セグメントはエンジニアリング事業の単一セグメントでありますので、セグメント別の記

載は省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

減価償却費 2,929千円 3,196千円

のれん償却費 － 10,856千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年７月13日

ソーバル株式会社

取締役会 御中

東陽監査法人

東京事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 田 中 章 公

指定社員

業務執行社員
公認会計士 早 﨑 信

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているソーバル株式会社の2026年３月１日から2027年２月

28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2026年３月１日から2026年５月31日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2026年３月１日から2026年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連
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結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注)１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


